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＜用語の解説について＞ 

・文章中の専門的な語句（最初の語句に「*」を記載）については、 

用語集に説明を記載しています。 

用語集は、「第 7章 参考資料 51～54 ページ」をご参照ください。 
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               1-5 計画期間 
 
 



 

2 

1.高槻市総合交通戦略について 

1‐1 計画改定の背景と目的 
本市は、大阪と京都の中間に位置しており、JR 高槻駅と阪急高槻市駅には新快速や特急が停車

するほか、府内唯一の市営バスが、鉄道駅を中心に市内各地域へ放射状のバスネットワークを形
成するなど、交通利便性が高い都市として発展してきました。 

平成 28 年 3 月には、「高槻市総合交通戦略」を策定し、基本方針に掲げる「３６万市⺠の健幸
なくらしを支える交通」、「駅周辺のにぎわいと新たな都市拠点の発展を支える交通」、「コンパク
トで持続可能なまちを支える交通」に基づき、JR 高槻駅のホーム拡充や新名神高速道路関連道路
の整備に取り組むなど、交通事業とまちづくり*が連携した総合的かつ戦略的な交通施策を推進し
てきました。 

しかしながら、人口減少や少子高齢化、新型コロナウイルス感染症の流行に起因する生活様式
の変化、路線バスの運転士不足の深刻化など地域公共交通を取り巻く環境は厳しさを増しており、
全国的に地域公共交通を維持していくことが困難になっています。  

また、令和２年の「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」 （以下、「地域交通法」とい
う。）の改正では、地方公共団体による地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保に資する地
域公共交通計画の策定が努力義務化され、令和 5 年の地域交通法の改正では、地域の関係者の連
携と協働（共創*）を通じ、地域公共交通の「リ・デザイン」（再構築）を進めることが示されまし
た 。 

本市は、これらを踏まえ、今後も市⺠生活や事業所活動を支える交通体系を確保していくため、
地域交通法に基づく地域公共交通計画と一体となった計画として「高槻市総合交通戦略」を改定
し（以下、「本計画」という。）、地域の関係者と連携と協力を図りながら、めざすべき将来の都市
像の実現に向け、交通面の施策を推進していきます。 
 

 
総合交通戦略改定の背景と目的 
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1.高槻市総合交通戦略について 

1‐2 位置づけ 
本計画は、「第６次高槻市総合計画」を上位計画とし、各分野の関連計画と相互に連携を図りま

す。特に、都市計画に関する基本方針である「高槻市都市計画マスタープラン」（以下、「都市計
画マスタープラン」という。）や「高槻市立地適正化計画」（以下、「立地適正化計画」という。）と
連携を図る計画とします。 

 

 
本計画の位置づけ 

 
1‐3 役割 

役割は以下のとおりです。 
 

 
 
1‐4 計画区域 

高槻市全域を対象とします。 
 
  

第6次高槻市総合計画

高槻市都市計画マスタープラン

高槻市立地適正化計画

高槻市総合交通戦略
高槻市地域防災計画

その他分野別の関連計画

高槻市バリアフリー基本構想
たかつき自転車まちづくり実行計画

高槻市産業・観光振興ビジョン

高槻市国土強靱化地域計画

めざす都市像の実現に向けて、交通施策の方向性を示します
役割

１

交通施策を体系化し、効果的な施策推進を図ります
役割

２
交通施策の着実な実施に向け、各主体の役割分担・連携による
推進体制を整えます

役割

３

指標のモニタリングにより、交通施策の持続的な展開を図ります
役割

４
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1.高槻市総合交通戦略について 

1‐5 計画期間 
計画期間は、「都市計画マスタープラン」の改定時期を踏まえ、令和 8 年度から令和 14 年度ま

での 7 年間とします。 
 

 
本計画の計画期間 

 
 

令和13年度

計画期間：7年間

都市計画マスタープラン
改定

令和8年4月 令和14年度末
（令和15年3月）
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第 2 章 めざす都市像 

 
 
               2-1 基本理念 

               2-2 基本方針（交通のあるべき姿） 
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2.めざす都市像 

2‐1 基本理念 
本市では、全国的に進む人口減少は避けることができないという認識の下、多様な魅力と特色

を持つ地域同士が、人・もの・情報などの双方向の活発な動きである「対流」を起こすことによ
り、人口減少下においても都市の活力を衰退させない持続可能な都市づくり*に取り組むことが重
要と考えており、「都市計画マスタープラン」や「立地適正化計画」において、「対流を生み出す
コンパクトシティ・プラス・ネットワークの推進」を掲げ、取組を進めています。 

そのため、本計画においてもこの取組のネットワークを担う計画として、「対流を生み出すコン
パクトシティ・プラス・ネットワークの推進」を基本理念として掲げることとします。 
 

 
 

     

 
  

基本理念 対流を生み出す
コンパクトシティ・プラス・ネットワークの推進

拠点や地域を有機的に結びつけ、都市と自然が共存したまとまりのある土地利用の基本構成を維持しつつ、
それぞれの地域特性に応じた都市機能の集積や高度化を図るとともに、協働のまちづくり*を推進することで、
人口減少下においても、人等の動きを活発にする対流を生み出し、都市の活力を衰退させない持続可能な
都市づくりに取り組みます。

出典：高槻市都市計画マスタープラン 

コンパクトシティ・プラス・ネットワークのイメージと期待される効果 
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2.めざす都市像 

「都市計画マスタープラン」においては、もともと液体や気体における移動現象を指す言葉で
ある「対流」を人等の活発な動きと捉え、持続可能な都市づくりに向けて、都市に活力をもたら
すためのキーワードとして整理されています。 

 

 
コンパクトシティ・プラス・ネットワークによる対流の促進 

 
2‐2 基本方針（交通のあるべき姿） 

本計画は、「都市計画マスタープラン」に示す「ありたい姿」の実現を交通の視点からめざす計
画として、以下のとおり基本方針（交通のあるべき姿）を設定します。 

 

 

全国

京都

大阪 ：拠点内移動

：拠点間移動

：広域移動

：鉄道駅を中心とした都市拠点

：郊外部の生活拠点

高槻JCT･IC

上牧
富田

高槻
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2.めざす都市像 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全国

京都

大阪

高槻JCT･IC

上牧
富田

：鉄道駅を中心とした都市拠点

：郊外部の生活拠点

：回遊する動き

：市内外から訪れる動き

高槻

全国

京都

大阪 ：拠点内移動

：拠点間移動

：広域移動

：鉄道駅を中心とした都市拠点

：郊外部の生活拠点

高槻JCT･IC

上牧
富田

高槻

：鉄道駅を中心とした都市拠点

：郊外部の生活拠点

京都

大阪

高槻

：徒歩生活圏の動き

：通勤・通学の動き

上牧
富田

コラム 基本理念と基本方針を踏まえた「対流」を生み出す交通ネットワーク 

本市の多様な交通ネットワークの中でも、特に基本理念に掲げる「対流」を生み出すべ
きネットワークについて、基本方針（交通のあるべき姿）を実現するために、重要となる
主な動きを踏まえて整理しました。 

日常生活を送る上での主な動き 
徒歩圏の範囲内で日常サービスを
受けるための動き 

日常の通勤・通学のために、居住地から
駅へ、駅から市外へ行くための動き 

基本方針② にぎわいと活力を支える交通 
にぎわいと活力を生み出す主な動き 

市内外から鉄道駅周辺に訪れる動き 

鉄道駅を中心に回遊する動き 

基本方針③ 安全・安心な都市を支える交通 

・日常的に円滑な交通が利用できるように整備されている 
・災害時にも交通機能が確保されている 

これらを連携することにより、 
「対流」を生み出す 
交通ネットワークを形成します 

基本方針① 快適な日常生活を支える交通 
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第 3 章 本市の交通課題 

 
 
               3-1 交通等の現状 

               3-2 交通の課題（やるべきこと） 
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3.本市の交通課題 

3‐1 交通等の現状 
データ分析、市⺠意識調査、事業者ヒアリングの結果により把握した「現状」を、次のとおり

整理しました。 
 

《データ分析》 

人口の推移 高齢化率*の推移 
少子化により人口の減少が進んでいます。 
 

  
出典：国勢調査、国立社会保障人口問題研究所 

高齢化が進行し、高齢化率は 3 割近くにまで上昇
しています。 

 
出典：国勢調査、国立社会保障人口問題研究所 

道路ネットワーク 公共交通ネットワーク 

市内および市外を結ぶ道路ネットワークの形成
が進められています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：高槻市都市計画マスタープラン  

JR 東海道本線・阪急京都線によって大阪・京都と
結ばれ、また府内唯一の市営バスが市内をカバー
しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：国土数値情報、バス事業者ホームページ 

36 35 
31 

H2 7 12 17 22 27 R2 7 12 17 22 27

万人

万人

（年）

万人

将来推計

3 

10 11 
8.2%

29.0%

36.9%

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

10

15

20

25

30

H2 7 12 17 22 27 R2 7 12 17 22 27 32

高齢者人口 高齢化率

万人

万人

（年）

万人

将来推計
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3.本市の交通課題 

公共交通の利便地・不便地・空白地  

人口の 8 割以上が利便地*に居住しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：国土数値情報、令和 2 年国勢調査 

鉄道利用者数の推移 バス利用者数の推移 

コロナ禍の影響を受けて令和 2 年に大きく減少
し、以前の水準には戻っていません。 

 
出典：大阪府統計年鑑 

コロナ禍の影響を受けた令和 2 年に、鉄道以上
に大きく減少し、回復も鈍い状況です。 

 
出典：高槻市統計書 

市営バス事業の状況 幹線道路の自動車平均速度の状況 

市営バス 27 路線中 7 路線が⿊字で、残りの⾚
字をカバーする構造となっています。 
 
 
 
 
 
 
 

出典：高槻市交通部資料（令和 5 年度） 

主要交差点において交差点流入速度が改善して
おり、渋滞の緩和がみられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：大阪国道事務所資料 
  

27 
24 

H2 7 12 17 22 27 R2 5

万人/日
万人/日

（年度）

83 

55 

H2 7 12 17 22 27 R2 5

千人/日

千人/日

（年度）

利便地
81.0％

不便地
19.0％

空白地
0.0％

利便地
不便地
空白地

利便地・不便地・空白地
に住む人口の割合 

9 8 10 

18 
14 

21 

0

5

10

15

20

25

市役所前 八丁畷 辻子

平成26年

令和5年

(km/h)

国道171号京都方面 国道170号枚方方面

⿊字路線

７路線

⾚字路線

20路線
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3.本市の交通課題 

自動車の利用率 自転車の利用率 

高槻市において主に自動車で移動している割合
（自動車の代表交通手段分担率*）は、平成 12
年からやや減少傾向にあります。 

 
出典：近畿圏パーソントリップ調査* 

高槻市において主に自転車で移動している割合
（自転車の代表交通手段分担率）は、周辺市の
平均に比べて高い水準です。 

 
出典：第 6 回近畿圏パーソントリップ調査（令和 3 年） 

人の移動量  

高槻市の人の移動量は減少しています。 
 

 
出典：近畿圏パーソントリップ調査 

 

 
 

15% 20% 26% 25% 21%

85% 80% 74% 75% 79%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

S50 H2 H12 H22 R3
自動車

（年）分担率

非自動車
分担率 24.6%

21.5%

高槻市 北摂７市平均

143 149 
122 

S55 H2 H12 H22 R3

万ﾄﾘｯﾌﾟ/日

（年）

万ﾄﾘｯﾌﾟ/日 万ﾄﾘｯﾌﾟ/日

近畿圏パーソントリップ調査（パーソン＝人、トリップ＝動き）とは、近畿 2 府 4 県にお住ま
いの人の 1 日の動き（「どのような人が」「どのような目的で・交通手段で」「どこからどこへ」
など）を調べるアンケート調査のことです。これにより、移動目的や交通手段ごとの移動状況な
どを把握することができます。 
なおトリップとは、人が通勤や買物など、ある目的をもってある地点からある地点まで移動す
る回数のことをいいます。1 回の移動でいくつかの交通手段を乗り換えた場合も 1 つのトリッ
プと数えます。 

コラム トリップとは 
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3.本市の交通課題 

《市⺠意識調査》  

徒歩での移動 無理なく歩ける時間 
高槻市の高齢者のうち 75 歳以上の方で、20 分
以上無理なく歩ける人が 7 割程度を占めていま
す。 

 
出典：市⺠意識調査 

一人で無理なく歩ける時間は、エリア間で大きな
差は見られません。 
 

 
出典：市⺠意識調査 

進めていくべき交通施策 公共交通を維持していくためにできる協力 
特に進めていくべきだと考える市⺠の割合が高
い交通施策として、「災害時の交通機能確保」「現
在の公共交通サービスの維持」が挙げられます。 

 
出典：市⺠意識調査（上位を抜粋） 

公共交通維持のためにできる協力として、「これ
まで以上に公共交通を利用する」を挙げる割合が
高くなっています。利用促進活動への参加や、金
銭的支援を挙げる方も 1 割以上を占めています。 

 
出典：市⺠意識調査（上位を抜粋） 

  

《事業者ヒアリング》  

担い手の不足 タクシーアプリの活用 
 
 
 
 
 
 
 

出典：交通事業者に対するヒアリング 

 
 
 
 
 
 
 

出典：交通事業者に対するヒアリング 

一人で外出
できない

17.0%

10〜20分
無理なく歩ける

11.0%

20分以上無理
なく歩ける

68.6%

11.8%

13.8%

10.6%

9.6%

12.1%

16.0%

13.6%

11.1%

10.7%

13.4%

70.5%

69.6%

74.0%

76.5%

71.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道駅勢圏

平坦地（淀川側）

丘陵地

山間地

市全体

5分未満 5～10分 10～20分 20～30分 30分以上

57.0%

52.8%

43.8%

43.3%

39.7%

0% 20% 40% 60%

災害時における

現在の公共交通

ニーズに合わせた

子育て世代が移動

車に頼らず生活

災害時における
交通の機能確保
現在の公共交通サービス
の維持
ニーズに合わせた
バス路線やダイヤの設定
子育て世代が移動
しやすい環境づくり
車に頼らず生活
できる環境づくり

65.2%

15.9%

13.7%

0% 20% 40% 60% 80%

これまで以上に公共交通
を利用する

公共交通の
利用促進活動に携わる

寄付等により
金銭的に支援する

これまで以上に
公共交通を利用する

公共交通の
利用促進活動に携わる

寄付等により
金銭的に支援する

 バス運転士は、数年前と比べても 
応募者が減少し、今後も厳しい状況 

 タクシーも乗務員の高齢化が課題 

 鉄道の技術職への応募者が減少し
ている 

 少子化や車離れによりバス整備士
が不足している 

 時間やエリアによって需給のミス
マッチが生じている 

 繁忙時間帯には、電話での配車依
頼が多く、対応しきれていない 

 タクシーアプリによる配車の導入
や利用促進を進めたい 

  行政には、アプリ利用を増やすた
めのレクチャーに協力してほしい 
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3.本市の交通課題 

3‐2 交通の課題（やるべきこと） 
第 2 章で掲げた基本方針（交通のあるべき姿）の実現をめざす本計画を推進せず、現状を放置

してしまうと「望ましくない未来」が訪れてしまいます。将来におけるこれら「あるべき姿」と
「望ましくない未来」の間にある乖離を「問題」として捉え、この問題を解決するためにやるべ
きことを「課題」とします。 
 

 
 

3-1 で整理した現状から、次のとおり「課題」を設定します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

• 問題：あるべき姿と望ましくない未来の乖離（解決しなければならない事柄）
• 課題：問題を解決するためにやるべきこと

基本方針
（交通のあるべき姿）

• データ分析
• 市⺠意識調査
• 事業者ヒアリング

現状
問題

課題
（やるべきこと）

望ましくない未来

都市拠点を中心とした交通ネットワークの維持・向上 

駅周辺の回遊性の向上 

課題① 

課題② 

望ましくない未来 
少子高齢化に伴う利用の減少や、交通
事業者における運転士の不足により、
減便や廃線が生じる可能性がありま
す。 

市⺠の移動環境の悪化を避けるため、
ダイヤや路線の最適化等を通じて、現
状の交通ネットワークの維持・向上を
図ります。 

望ましくない未来 
都市拠点である駅周辺の回遊性の低下
により、市内外からの来訪者が減少し、
にぎわいや活力が低下する可能性があ
ります。 

市内外からの来訪者にとって魅力ある
都市拠点となるよう、歩行環境の改善
等を通じ、駅周辺の徒歩での回遊性を
向上します。 
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3.本市の交通課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

多様な移動手段の確保 

都市間交流を活性化させる交通環境の充実 課題③ 

課題④ 

円滑な移動環境の実現 課題⑤ 

災害時の交通機能の確保 課題⑥ 

望ましくない未来 
通勤、通学、観光等、様々な目的での人
の移動が減少することで、高槻市の活
力が低下する可能性があります。 

他都市との高いアクセス性を誇る本市
の特徴を生かした交通環境の更なる充
実により、都市間交流の活性化を図り
ます。 

望ましくない未来 
高齢化の進行等により、生活利便施設
や駅・バス停までの移動が困難な人が
増加する可能性があります。 

地域が主体となった交通手段など、
様々な主体と連携し、多様な手法によ
り、市⺠の更なる移動手段の確保を図
ります。 

望ましくない未来 
多様化するバリアフリー*化等のニーズ
への対応の遅れ、市内の一部道路での
慢性的な渋滞等により、円滑な移動が
阻害される可能性があります。 

交通環境の整備を行うことで、誰もが
外出しやすく、円滑に移動できる環境
を実現します。 

望ましくない未来 
南海トラフ地震や気候変動に伴う大規
模自然災害発生時において、避難や物
資の輸送ができなくなる可能性があり
ます。 

様々な主体が連携し、災害時でも避難
や物資輸送が行えるよう、交通機能の
確保を図ります。 
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第 4 章 交通施策の方向性 

 
 
               4-1 基本的な考え方 

               4-2 地域公共交通の在り方 
 
 


